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「生活者」とは何か
-共立女子大学家政学部の理念としての一考察-
“Seikatsusya" s Concept: 
Consideration as idea of Faculty of Home Economics of Kyoritsu Women' s University 
川上雅子
Masako KA W AKAMI 
問題意識
共立女子職業学校が創設された1886(明治19)
年以後今日まで、共立女子学園は125年を経て
きたが、共立女子大学家政学部はそのほぼ半分
となる62年の年月を、 2011(平成23)年4月に
迎えている。
その共立女子大学(以下、「本学」と記す)の
設世申請書は、 1948(昭和23)年7月に提出さ
れ、翌年3月に認可されている。設置申請時に
文部省に提出した「共立女子大学設置要項」に
は、『本学園は明治19年以来女子の職業教育に
努力して参りましたのでありますが今liの新教
育制度の趣旨に伴いまして現在の共立交子専門
学校を廃して新たに女子大学を設け、差当たり
家政学部を設置して、深く家政に関する学芸の
研究をなさしめ、女子としての社会有為の人材
を養成することを目的とする。』りと、その「目
的及び使命」が記されている。また、同時に拠
出された「学則」第 1条には、「家政に関する
須要な諸学科を学修研錆せしめる女子として社
会有用の人物を養成するを以て日的とするJ2) 
と、その日的が記されている。
このように、本学家政学部の創始は、共立女
子職業学校創設以来の教育機関としての歴史を
母体としており、その設置要項や学則に刻まれ
た「女子として」の「社会有為JI社会有用」の
人物・人材養成という目的と使命は、大学の理
念であると同時に家政学部の理念の要語となっ
た。
記録によれば、当時、 13制大学が新制大学へ
と移行するには特段の問題はなかったものの、
本学園のように旧制の専門学校から新制大学へ
の転換にはかなりの条件整備が要求され、数回
の修正を余儀なくされたという。 3)当時の女子
教育学校は、すべからく後者の位置にあり、そ
の中で本学が専門学校から大学へと昇格できた
ことは、明治則に創始した職業学校爾来の雁史
と関わった人々の熱意に拠るほかない。
しかし、これも見方を変えると1945(昭和20)
年の第二次大戦敗戦後のCIE(アメリカ民間情
報局)の指導に基づく教育改革という大転換が
あってその機会がもたらされたものであって、
本学を始めとする当時の女子専門学校の大学昇
格化は、外圧がその契機となり果たされたもの
といえる。その勢いで、 CIEは1947(1昭和22)
年に、翌年から新制私立大学を一部発足させよ
うとしたため、文部省は大学設置委員会を設け
てその準備を始めた。その過程で家政学部の基
礎学問となった「家政学」が、新制大学の基準
科目として一般教養科目の社会科学関係科EIに
採択され、さらに専門科目としての「家政学」
は、応用科学として農学、工学等と並んで承認
されたのである。
共立女子大学家政学部が発足した1949(昭和
24)年は、女子教育においても、また新しく生
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まれた家政学という学問においても雁史的に意
味のある年であった。すでに前年には、現在の
臼本女子大学が家政学部を有して日本女子大学
校から昇格していたが、本学と同年に次子高等
師範学校から昇格したお茶の水女子大学と奈良
女子大学は、いずれも「理家政学部」としての
発足であった。前者は翌年に、後者は1953(昭
和28)年に理学部と分化し、正式に家政学部と
して発足することになる。従って、厳密に言え
ば、本学の家政学部は、お茶の水女子大学や奈
良女子大学よりも古い歴史をもつことになる。
なお、先にも述べたように、本学家政学部が
創設された1949年は、同時に現在の(十一1:)日本家
政学会が発足した年でもあった。 51年には本学
で関東支部会の発足式が行われており、家政学
という学問の成立とも大きく関わっていること
がわかる。そのような観点からいえば、本学の
家政学部という名称は今ゃある種の歴史性を帯
びている存在でもあるといえよう。
さて、 1990年代以後の教育改革は、従来の初
等・中等教育へのまなざしを高等教育に移し、
特に学士課程教育に重点を定めて行われている
ことは周知|のことである。従来は差当たり国
(当時の文部省)に向けて明示すればよかった
大学の目的や使命、教育課程等について、現代
では情報公開の流れの下に、大学関係者だけで
はなく広く一般社会に公開して、社会の一資源
提示する。そして、社会資源としての学校は、
その求められる理想的社会像の構築に向けて努
めて教育を行う場となる。しかし、本来、私立
学校においては創始H寺の自由な建学の精神が根
本にあり、その上で大学、学部・学科の理Il念が
より固有'性を持って展開されており、私学とし
ての独自'性や存在意義はそこに在る。
先に述べたように、大学に向けられた教育改
革は、 1991年には大学設置基準の大綱化を、
2003年には学校教育法を改変し、認証評価のた
めの「自己点検・評価報告書jの作成の義務化を
もたらした。また、近年では、学部の理念や人
材養成目的などについて教育情報として公開し
なければならなくなり、大学の管理統制の強化
とともに、大学の姿勢や状況は以前にも期して
広く社会に公開されるようになった。
そのような過程において、あらためて大学に
は自らに、大学の使命や学部の理念、人材育成
の目的などが11]われることになったのである。
しかしながら、たとえば、「人材とは何か」とい
うことばひとつについて深く問う時間もなく、
大学側は素データを基に文部科学省の要請に添
うように文章を整えて報告し、その後教育情報
と称して公開されていく仕組みになっている。
国に求められるままに、拙速にでも努めるしか
ないこのような制度や構造に異論がないわけで
はないが、大学の経営上から醇賭する猶予はな
としての役割を明示しなければならなくなった。 い。
国立大学はもとより、補助金という名目のl主l税 転じて、このように迫られた状況であること
は十分に理解していてもなお、ひとりの大学人を経営原資の一部にしている私立大学にもその
使途の公明性は課され、私学といえども独 I~I の
世界にとどまっていることは許されず、ひとえ
に「社会貢献JI社会の要請」という要請に具
体的に応えることが強く求められるようになっ
た。
しかし、そもそも社会とは何であろう。そし
て何を時代の要請としてとらえるのだろうか。
国は、たとえば「持続可能な社会JI男女共同
参両社会JI知識基盤社会jなど様々な視点か
ら具体的な襟請を御旗に「目指すべき社会像Jを
62 
として、筆者には家政学や学部の理念について
十分に考えを深める時間ゃあるいは関心はあっ
たのか。自省的な視座からこの小論は出発する。
果たして家政学部の理念は社会をどのように捉
え、何を目的とし使命としているのか。また、
本学の理念に独自性はあるのか、社会にl刺され
てなお、耐えうるのだろうかというような聞い
が生まれた。その上で、これらの聞いについて
の客観的検証が不可欠で、あることを認識した。
拙論では、筆者が研究拠点とする「家政学原
í~fj汚者」とは何か
論」のフィールドから家政学部の近年の変遷を
概観し、学部の理念からみた本学家政学部の独
自性を明らかにすることを試み、その要請とな
るであろう「生活者」の概念について整理する。
そして、その視線の先に、今後の家政学部や家
政学の可能性を見出してゆきたい。
1.家政学部をめぐる状況とその理念
前から際立つたといえよう。変化の予兆は1980
年台にあるが、大きな変化が生じたのは大学設
置基準大綱化後の1990年台である。
私立大学における「家政学部」の数は、 1990年
台前半まではまったく動きがないが、公立大学
における学部数の減少は既に始まっていた。こ
れは公立女子大学の廃止によるものであり、 94
年に国立大学のお茶の水女子大学と奈良女子大
家政学部が創設されて60年以上が経過したが、 学が、それまでの家政学部という名称から生活
大学および大学をめぐる状況が大きく変化して 科学部、生活環境学部へと変更したことが契機
いることはすでに前述した。戦後の大学創設時
には、家政学部は女子の進学先として主たる位
置を占めていたが、女子の進学率の上昇や大学
数の噌加とともに、家政学部の位世づけは大き
く変容した。
表1は、 1970(昭和145)年以後、 40年11)の家
政学部及び近接する生活系学部数の変化を毎年
度発行される『全国大学一覧』から取り出し、
5{f.ごとに表したものである。なお、表lにお
ける「生活系Jという学部の枠組みについては、
「生活」という文字が学部名に入っているものの
みを対象として取り上げた限りである。
それによると、家政学部をめぐる変化は20年
となり加速した。これに呼応するように、私立
女子大学の一部が同じように名称変更を行った
のである。また、単科大学であった女子栄養大
学、杉野女子大学(説、杉野服飾大学)、文化
女子大学(現、文化学I~I大学)家政学部は、そ
れぞれの専門性を際立たせる栄養学部、服飾学
部、服装学者1などに学者1名を変更した。
この30年の間に、|瓦!立・公立大学における
「家政学部」はすべて無くなり、私立大学にお
ける家政学部数は半減した。現在、家政学部は
16大学にあり、生活科学部は12大学となった。
その多くは女子大学であるが、現在共学校とな
っている大学も、そのルーツはすべて女子専門
1<1 大学における家政・生活系学部数の推移
家政学部 生活科学部 生活環境学部 人間生活学部 人間生活 文家政学部科学部¥ 国立公立私立 国立公立私立 国立私立 公立私立 私立 公立私立
2010(H22) 16 10 2 7 
2005(H17) 17 3 9 3 6 
2000 (H12) 21 4 8 2 
1995 (H7) 2 24 4 6 
1990 (H2) 2 4 32 3 
1985(S60) 2 5 32 3 
1980(S55) 2 5 32 3 
1975 (S50) 2 6 32 
1970(S45) 2 6 32 
※各年度の『全国大学一覧~(平成22年度版は、発行者・庵谷利夫、発行所・財団法人文教協会)を参照し、作成。
※H22における私立16校には、『家政学群J1校含む。
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学校や女子短期大学などであり、生活科学部に
変更しでもなお、ジェンダー的視点から特異な
存在である学部といえよう。
なお、家政・生活系学者1)で近年数が!M加傾向
にあるのが「人間生活学部」である。 2011(平
成23)年には、広島女学院大学が生活科学部か
ら名称変更した。当大学は、結局のところ家政
学部から生活科学部、そして人間生活学部へと
名称、を変更するに至る。人間生活学部は、藤女
子大学(1961年設置・ 1991年名称変更)が初め
て創設した学部であるが、続いてノートルダム
清心女子大学(1949年設置・ 1996名称変更)も
1990年台に家政学部から人間生活学部に改組し
ている。いずれも宗教的背京を抱き、共生の思
想、を全面に出しているということでは共通項が
見られる。
表2、表3には家政学部と生活科学部の学科
構成を示したが、これによると、両学部の柱は
食物系の学科であることがわかる。
なお、家政学部の食物系の学科名には「科学」
とつくものはないが、生活科学部には「食品栄
養科学Ji食生活科学」などと「科学」を付した名
称が見られる。しかし、児童系や住居系などの
他学科名にはほとんど「・・科学」というような
名称は使用されていないことから、「科学」とい
う言語は、生活科学部の食物系において有意に
使われているものであることがわかる。
また、家政学部においては総合的名称である
家政学科 (4校)がみられるが、生活科学部に
おいて生活科学科は 1校だけであった。さらに、
家政学部において見られる被JJlA系や住居系学科
の個別性は、生活科学部になると、「その他」欄
にあるように総合化された名称である「人間・
環境科学科Ji人間福祉学科Jなどの専攻やコー
スに含まれてしまい、「被JIlJや「住居Jとい
う言語は学科名称、として表出きれなくなってい
る。と同時に、その内容は心理学、社会学、福
祉学、経営学などを母体としたものになってお
り、従来の家政学の枠組みから離れた新しい領
域であることがわかる。
特に、被J民系の学科については、家政学部に
おいては被H民学科というように独立性が保たれ
ているが、生活科学部ではその存在と境界は不
明確になる。アパレルメディアや服飾デザイン
マネジメントなどの専攻名に見られるように、
経営や情報分野に特化して存在する限りであり、
住居・デザイン系と並列するか、それらに包含
されてしまう。
しかし、児童系や住居系学科は上記のような
扱いを受けても、それぞれたとえば教育学や工
学、美学からでもアプローチできる道があるが、
被服系を扱う学IH正体は今や家政学か、服装学
部や服飾学部などの専門学部にしかない。生活
科学部における被服系領域の将来は、今まで以
上に厳しくなると言わざるを得ない。
さらに、いわゆる衣食住児童という従来の枠
組みに含まれない学科名を「その他」欄に入れた
が、ここには両学部の特性がよく見える。すな
わち、家政学部には「生活環境Ji生活美術Ji生
活福祉」というように、「生活」という単語が見
られるのに対し、生活科学部では「人間生活」
「人間福祉Ji人間・環境科学」などのように「人
間」という単語が見られるのである。
「家政」を拡大する視点としての「生活」、さ
らにはその生活の主体を象徴する意味での「人
間jという言語が強調されて使われているとみ
られる。しかし、それぞれの学部に存在する
「生活福祉」と「人間福祉」の概念の聞に差異があ
るのだろうか。これらについては厳密に検討す
る必要があるが、両者の世界観を映している象
徴的な学科名称、であるともいえる。
先にも述べたが、近年、人間生活学部の台頭
が著しい。家政学部から生活科学部、そして人
間生活学部への流れは、生活世界のとらえ方の
違いにあるといえよう。しかし、文学も理学も
工学などの他学問も、すべて人間生活上の事柄
を扱っているのであり、ある意味では「人間生
活学Jでもある。ただ、現況における人間生活
学というのは、あくまでも家政学をベースにし
た限りで、そのIlt界を延長し、学際的アプロー
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1<.2 家政学部の学科十I/j成
----
学科名 学卸名称位定年
総合 被服系 食物系 住居系 児童・教育系 経営・経済系 その他 備考(※) (大学制股年)
1東北女子 家政 児童 1969 
共学 2東北生活文化 家政援 生活美術 (鼠簡文化.償康栄聾学専攻] 1958 
3郡山女子 食物栄養 人間生活様 [生活健合、団組‘趨聾デザイシコース) 1966 
4大妻女子 ライフデザイン 被服 食物 児童 1949 
5共立女子 被服 食物栄養 理聾デザイン 児童 1949 
6東尽家政 服飾美術 栄養 造形表現 児童 環境教育 1949 
児童教育
7日本女子 被服 食物 住居 児童 家政経済 1948 
8和洋女子 服飾造形 健康栄養 生活環境※ {社会福祉.生活科学コー ス) 1949 
9鎌倉女子 家政保健 1959 
管理栄養
10岐阜女子 健康栄養 生活科学務 (生活科学、住居学専攻) 1968 
共学11愛知学泉 家政栄 t曹理量豊士、軍歯学ーこどもの生活尊控1 1966 
12名古屋女子 食物栄養 家政経済 生活環境 1964 
13尽都女子 食物栄養 生活福祉
生活造形 1949 
14神戸女子 家政 '壇"畢士聾院間 1966 " 
15安田女子 生活デザイン 管理栄養 2003(1966) 
16九州女子 栄養 人間生活 1962 
-苔年度の『全国大学一覧J(平成22年度版は‘発行者・庵谷利夫、発行所・財団法人文教協会)を参照し、作成。
1<3 'I=.i丹科学部の学科桃成
--- 学科名 学師名制称股定年総合 被服系 食物系 住居系 児童・教育系 経営・経済系 その他 備考(※) (大学股年)1お茶の水女干 食物栄裳 人間・理娩科学' (人間・環境科学講座) 1993 (1949) 人間生活様 {舞連曲庇心理掌生活社会科学、生活文t字国産)
共学 2大阪市立 食品栄聾科学 居住環境 人間福祉* (心理臨床、社会福従コス) 1975(1949) 
3韮塘キリスト教 童相瞳康科学 人間福祉 1999(1967) 
4実践女子 宣生活科学 生活環境科学 1995(1949) 
生活文化
5昭和女子 健康デザイン 環境デザイン来
(デザインプロデユース重量イシ子リ7、ブロ 1996 (1949) ダヲトデザイン腫箇デザインマネヲメントコ
スー)
管理栄養
6椙山女学園 管理栄養 生活理繍デザイン対 {アハレ'"デイアインテリアプロヲェクト主 1991 (1949) ど)
7同志社女子 人間生活 童相栄聾科学 1995 (1949) 
8千里金欄 食物栄養 児童 2002 
共学 9美作 食物 児童 福住のまちづ〈り 2000(1967) 
10広島女学院 管理栄養 生活デザイン情帽 H23に人間生活学部へ改組 1993( 1949) 
共学1 四国 生活科学 .理"畢工聾曜盟 児童 1995( 1966) " 
12尚綱 栄養科学 2006 
-各年度の『全国大学一覧~(平成22年度版は‘発行者・庵谷利夫、発行所・財団法人文教協会)を害照し、作成。
チをもって対象に迫ろうとする学問的枠組みと (通知)Jに基づき↑lzj報の公去が義務化されてい
して存在する lli~ りである。 る。また、私立大学においては、経常費補助金
ところで、家政学部と生活科学部における教 の算定法準としても↑lj搬の公表が求められるよ
ti .fI1[念に違いは存在するのだろうか。先に述べ うになっている。 衣4と去5は、その公去の義
たように、大学は現在教育改革の下にあり、 務化により各大学の公式ホームページに不され
2011 (平成23)年4月からは「学校教育法施行 ている↑Jj縦から導いたものである o JII[念とは本
規則等の一昨1を改正する省令の施行について 来ものごとの根本的な考え方のことであるが、
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}<4 家政学部のJlI!念
学部の理念 HP上の出典項目
|東北女子
京臨学に関する高度の学術鑑芸を教育研究する』とを骨子と1.-.国民主化の向上と社会開発に寄与する専門的教育を施1.-.人間性の高
『教育研究目的』婦を図り、自主独立の精神を倍い民主的な文化国家及び社会の有畠な形成者と怠るべき指導的女性白育成を目的とする巴
東北生活文化
広〈教養を培い、文化生活形成の要棄としての憲政学と生活聾術を.現実の生活織式という視点から深〈学習し、探求する」とを教学の
『教育研究上の目的』指針とする。
郡山女子
人間守護の理意に基づき、人と物とのかかわりにおいて人聞を中心とし、人間の生活を守り一層向上させ‘よりよい生活を実現するため 『教育目標』に学ぶ。
大妻女子 新しい時代に求められる学びをリードする「未来指向型サイエンス」を主軸に教育を行い‘自立心あふれる職車人を育成する。 学則「教育研究上白目的」
共立女子
本学の建学の精神および共立女子大学の人材整成目的に基づき、幅広く漂い教聾および総合的な判断力を基盤として、生活者の視点 『家政学部白人材聾成目
から人間生活について広〈追究し、現代社会において人々の生活の向上と福祉に貢献する自立した女性を育成する。 的」
東京家政
各専門分野田学術的知障と伝統晶る充実した実包鎌術を教侵1.-.人と人目繋がりを大切にする心を宵み、豊かな生活を!I!<とともに社会 『家政学部白人材養成且び
で活置する人材を育成するc 教膏研究上の目的』
日本女子
家政学は人間の生活を科学する実践的総合科学である。軍政学部では生活の科学を学び、生きる力を憂うとともに、生活由貿を向上さ 研rB究本よ女の子目大的学に人閲材す葺るR盟Z定敏J育
せ社会をより豊かにするカを持ち.人類の健康、安全、価祉に貢献したいという意欲あふれる女性を育成する。
和洋女子
憲政学群は家政学の分野において、広〈知織を慢lするとともに深〈専門由学術技芸を教慢し、知的道徳的及び応用能力を展開させ、 学則『学群，学類の目的」もって文化の発展と福祉の増進に寄与する有能主女性を育成する。
鎌倉女子
科学的教聾と優雅な性情を以つ、健全で多機に高い生活世界を創造すると共に、健康で文化的な人聞の生存とその形式を追求すること 学買IJr教育研究上回目的Jのできる学術知見と方法を教育研究し、家政・健康栄聾噂の分野における有畠な人材の育成に賀する。
岐車女子 {確定不可)
(家政学部については確定
不可)
愛知学泉
基礎学力・家政に関する基礎的でかつ体系的な知陣および技術・社会人基礎力を総合的に身につけ‘臓場および地場の活性化に貢献 「教育目標」できる人材を育成する。
名古屋女子
日常生活を総合的に捉え‘衣宣住と福祉に関わる専門的知臓や妓術を学び、道徳的および応用能力を蔓い、もって文化田向上と社会福
「学びのポイントJ祉の増進に貢献し得る人材の育成を目的とするロ
家政学部は人類の福祉に貢献する総合的な教育・研究を目指して、軍庭内の衣・童・住・福祉という個別の生活技術の教育1、留まらず、 『家政学部J(学則の詳細
京都女子 広<"人間生活"そのものを対車とし、、生活由意磁を"人聞を中心とした視点"から探求する二とを目標としている図総合的立視野を持ち. 明記なし)専門的な妓衡を習脅した実践的な「心豊か立生活の指場者』としての主性を育成する。
講轟と実強や実習などの実体駿を有機的に連携させて専門的力'Jキュラムによって、衣・宣住、地琢讃境、健康問題むど.人々の生活に
神戸女子 対して鋭敏な感覚や関心をもち、軍政学由専門知蹟や筏能を十分に身に付けさせるζと、そして、社会に対する視野を広げ、対話力.創 『教育研究所よの目的』
造性.自立心を培う己とによって、持続可能な平和主世界の構築に貢献できる人材を育成する。
安田女子
衣・童・住・健康環境といった私たちの暮らしの基本とおる科学的な知識や技能を、豊富主実習や実験を通じて身につけ、専門的な分野
学部紹介文で活置する。
九州女子
学是「自律処行』の理意に立脚I.-J共生・健康福祉』の視点から.教育研究を行い、各専門分野の知撮技術と幅広い教聾を身につ 学則『家政学部の人材養成
It、社会に貢献できる豊か主人間性と倫理性を備えた人材の聾成を目的とする。 且び教育研究ょの目的J
※各大学のHPより、転記。 (2011年10月4日現在)
ぷ5 生活科学部の里I!念
学部の理念 HP上の出典項目
お茶の水女干 自然を・人衣文養・成社す会る科こ学と的を教聾に基づき、人間と生活についての総合的な学臓を身に付け、生活者の立場から、社会で;舌置できる優秀な人材 を目的とする。 学貝IJr学部の目的J
『健康Jf環漬Jf福祖』を基礎観主として宣品栄聾学科.居住辺境学科、人間福祉学科の3学科を置き.現代社会の生活問阻を学際的、複
大阪市立 合的に学習することにより、生活や社会の問題に関する意践を酪成1.-.問題解決由理槍的、実践的知織と能力をもつことのできる人材を 「人材育成の目標」
育成する。
表械キ'Jスト敏 心と生命を持ち、共同体の中で自然と共生しながら生きる、傷つきゃすく精妙な人聞を癒し、その良き生活を守る人材の養成を目指す。 学則『目的および使命』
実践女子
童物、栄養、健康、衣服.もの.住まい、フイフスタイル.幼児・保育に関する学纏を慢け.各々の専門に係る甲車車に必要主知機と能力の 『教育研究上回基礎的主情
養成を目的とする。 報J
昭和女子
(大学由理念ー目的特色及び学部白アドミッションポリシー、カリキュラム・ポ1):"-ー あり c学則には学科白人材聾成目的はあるが、学部
{確定不可)については確定平可)
人間生活について、自然・社会及び人文の諸科学を基盤として実践的に考究する総合科学の構築を目指し、人間生活のを基創本造となするる衣こと・ 『椙山女学園大学の目的に椙山女学園 量目住に関する尊門の学術を総合的かつ科学的に教般研究し、時代田変化Eび社会の要摘に対応する生活科学の知織
ができる人材を養成する。 関する規程」
同志社女子 本学の理念を踏まえた上で.あらゆる生活場面およびそ田背景をE学科科学で的行ない分、析そのれ対ぞ車れとのし専、主門に社会・人文科学的な手法での教育研究を人間生活学科で、自然科学的立手法での教育研究を童物栄葺 分野に立って社会貢献できる人材の育成。 『教育方針・教育目標」
千里金欄 豊かな人間性と幅広い教養と品格を備えた、社会に貢献できる宜性醸華人の育成e 『生活科学部の人材育成に関する目的」
美作 (大学(J)理主・目的・特色及び宇都田アドミ ;J~ション・ポリシ 、ディブロマー ポリシ .カリキユフム・ポリシ 晶り。人材養成目的Lついては (確定不可)確定不可}
回総立問題が数多く横たわる21世紀の現代社会において、女性が心豊かで.健康で充実した日常生活を送ることができるように、生活そ
のものを科学的かっ体系的に教育・研究するζとに主眼を置く。自らの宣活の置の高めるために.抱える踏問題を発見し解決へと導〈能 学則『人材養成に関する自広島女学院 力を持った人材を育成することが本学部の目的であり、生活に直結している衣・宣・住を基盤にして、生活デザイン、文化、情報・ピジネ
ス.環境デザイン、さらには健康科学、栄養学などの幅広い領埠の専門教員を揃え.各学科白専門的知擁・蹟術の習得を目指す実践的 的と教育研究上の目的J
主教育を行う。
四国 人間性豊かな生活を実現するために、生活科学、保健.量生活及び教育に関する専門的知障を有する人材を育成する二とを目的とする。 学則「目的および使命』
従来病身4な体、IJ定短と状・に期に況基太対、づ学栄応くで聾す指行状る導った況をてめ、おき宣にこた行はな翠動、うい童こな知と生どが麓活をで総と・生き実合る活践的能習的に力慣主判がの銭断戒改能すめ善のるらが習能れ必得力て要、がい給で求る食あめ。章りそら、務のれ疾をてほ病中いかの心る高予と。齢防まし社たや会教.治療に育療聾おにをい中加目てのえ的は傷、に近、病し老年て者人の栄の福国聾栄祉民指聾を白導管中檀を理心腹行のと膜う分し場阻た野合で福でにあ祉はる国. 生活習慣 、個人 「尚鋼大学生活科学部の股
尚綱 の 栄養評 置の趣旨且び特に股置を必価定 導をお 。 高社 お 、 福祉を中心 た福祉関係の
知1置や経験も必要であり.管理輩聾士の華務慌大に伴い高度な専門知議・技能を修得し、更に優れた見機、国瞭感覚それに豊かな人間 要とする理由」
性を備えた人材を育成したい。
※各大学のHPより、転託。 (2011年10月4日現在)
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拙稿では、ホームページ上に記された大学建学
の精神や歴史、沿革、学長や理事長のメッセー
ジ、学部や学科の内容、ひいてはアドミッショ
ン・ポリシ一、デイプロマ・ポリシー、カリキ
ユラム・ポリシ一、学則などから教育研究上の
考え方ともいえる文言を導き、これらを「理念J
としてとらえた。
表4表5にはまずは「教育情報の公表Jなどとし
て、 HP上に明示されている学則等の原典から、
「教育研究上の目的」ゃ「人材養成 I~I 的」として表
記しである文言を導き、そのような枠組みが明
確でない場合は、学部・学科紹介文などから引
用した。文章形態にばらつきがあるのは、その
ような状況からであり、公表の義務化がなされ
ているが、表現形式に各大学の特徴をみること
ができる。
しかしながら、理念として51川した全文をみ
ても家政学部と生活科学部の明維な差異を探す
ことは容易ではない。ただし、多くの家政学部
の理念の文言には、日本家政学会が1984年に定
めた家政学の定義である「家政学は、家庭生i1;-
をrl心とした人11]生活における人間と環境との
相互作JUについて、人的・物的両而から、自
然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、
生活の向上と人類の福祉に貢献する実践的総合
科学である。」に拠る文言がみられる。
表6・表7には上記の理念から、「目指す人
材像」と「教育研究の視座Jに相当する文言を
抽出して示したが、家政学部の理念には、「文
化JIlil家JI世界JI社会JI生活JI福祉JI地
域Jなど身近な視点からより広大な|世界へのま
なざしをもっ人材像が示されている。また、生
活科学部には人間の生活やその生活上の問題の
発見、解決へと導く具体的な姿をみることがで
きる。加えて、具体的な人間像を示した'il語に
は、「職業人」とともに「生活者」があげられ
ていた。
その'1で本学の理念は、五s学の精神に基づき
ながらも、概して先に示したH本家政学会に拠
る家政学の定義に相似しており、その上で「生
活者の視点、から」という文言において、教育研
究の悦践を明確にしている点に特徴がある。こ
衣(i .1'1念に示されている「日指す人材像J
家政学部 生活科学部
民主的な文化国家及び社会の有為な形成者となるベき指導的女性 社会L貢献できる女性職業人
文化の発展と福祉の増進に寄与する有能な女性 問題解決の理論的、実践的知識と能力をもっ』とのできる人材
現代社会において人々の生活の向上と福祉に貢献する自立した女性 自らの生活由貿田高めるために.抱える踏問題を発見し解決へと導〈能力を持った人材
人類の健康、安全、福祉に貢献したいという意欲あふれる女性 時代田直化及び祉舎の要請に対応する生活科学の知績を創造する己とができる人材
豊かな生活を築くとともに社会で活躍する人材 人聞を愈し、その良き生活を守る人材
家政・健康栄養等の分野における有為な人材 社会で活躍できる優秀な人材
職場および地域の活性化に貢献できる人材 優れた見織、国際感覚それに豊かな人間性を備えた人材
文化の向上と社会福祉の増進に貢献し得る人材 専門的知識を有する人材
持続可能な平和な世界の構築に貢献できる人材
自立心あふれる職業人
専門的な分野で活躍する
表7 .1'1念に示されている「教育研究の視峨J
家政学部 生活科学部
生活者の視点 生活者の立場
人聞を中心とした視点
現実の生活様式という視点
「共生・鍵康・福祉』の視点
新しい時代に求められる学びをリードする『未来指向型サイエンス』を主軸
-67-
j与立女子大学家政学部紀要 第58号 (2012) 
の「生活者」という要語はお茶の水女子大学生
活科学部の理念にもある。当大学の理念も、そ
の一部の文言は先の家政学の定義と相似してい
るが、単に「社会に貢献する人材」ではなく
「優秀な人材」としている点に独自性が見られ
る。
ところで、学1日名称である「家政学」と「生活
科学」、学部名称である「家政学部」と「生活科学
部」は厳密には異なるものであるが、この二つ
の学問は、歴史的に常にもつれあって存在して
きた。
1960年台には専門雑誌『家庭科教育J(家政
教育社)誌上において、激しい家政学・生活科
学論争があった。 1967年の日本家政学会総会で
家政学原論研究者の原田 ーが、『生活科学は
独立の学問体系としては成立し得ない』と述べ
たことが発端となっており、一連の論争の過程
で科学的な学問論の必要性が浸透したりとされ
ている。その後、日本家政学会に家政学原論部
会が1968(昭和43)年に発足したのであるが、先
に述べた1990年台の学部名称変更に際し、 1992
(平成4)年から94年までの夏期セミナーでは、
「家政学と生活科学とは同じか」というテーマ
でシンポジウムを行っている。 3年続いた議論
であったが、そこでも生活科学について「その
学問的正体あるいはアイデンティティが明確に
なったかといえば、否といわねばならないJ5) 
と結論づけられた。ここで議論されたことは、
一般に家政という名辞への拒否反応や、生活の
諸相を分断して研究対象としている現主の家政
学では「生活」として全体を総合化しきれないと
いうような学問への限界について、さらに家族
や家庭に固執する家政学への桜本的な批判が底
流にあった。そしてそれらが生活科学へと移行
してゆく主因して語られた。
しかし、生活を総合的に把握する中心原理と
して家政学においては「家政」があるとすれば、
その家政を拒否した生活科学においての「中心
原理は何か」というものであった。また、研究
対象においては〈家政学一家族、家庭生活〉、
〈生活科学一個人、人間生活〉の2項対立のよ
うにみえるが、果たして家政学が現実的に克服
しえない「生活の総合化」を生活科学において
図れるかという疑問が明示された。
この1990年台の議論からすでに20年を経て、
先に概観した表3の生活科学部の学科構造から
は、生活の諸相の一部に特化した領域の存在と
ともに、学際化したことによる生活の構成要素
の拡散化がみられる。すなわち、真の学的内容
の総合化に向かわずに、家政学部から生活科学
へ名称変更を経て新たなる学部・学科へと再構
成してゆく可能性も否定できないのである。そ
の先に、台頭してきた受け皿としての人間生活
学部の存在があるようだが、しかしながら一方
では、問題も抱えながらも変容しつつ、生活の
諸相に固執し続ける家政学への新たなる可能性
も見えてくる。
本学の家政学部の理念として人材養成目的の
文言にある「生活者の視点」という要語は、そ
の可能性を深めるものなのか否か、前述の視点
をもとに次節で考察を試みる。
2.生活者の概念ーその家政学的解釈
さて、生活者とは何かという聞いにおいて欠
くことのできない文献のひとつに r生活者」
とはだれかJ(天野正子著)仰があろう。天野
は、 1930年台に生活文化の創造者として生活者
を位置づけた三木清に始まり、家政学を批判し
て生活学を提唱し、前節で記した家政学・生活
科学論争にも関わった今手1次郎や溝上泰子、大
熊信行などの思想において生活者の概念を整理
している。究極的には、当時の「生活クラブjで
の実践的場而から、生活者を①生産現場から発
言する「労働者」や消費の場から発言する「消費
者」に対置され、その両方を含む全体としての
生活の場から発想し、問題解決をはかろうとす
る人びと②「個」に根ざしながら、他の「個」との
協同により、それまで自明視されてきた生き方
とは別の「もうひとつJ(オルターナティヴな)
生き方を選択しようとする人びとη と生活者の
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i'l:i万二?i'Jとは何か
概念を既定し、「市民」像と重ねた。しかし、現
実の生活クラブの活動が主として久性のみで'}l~
1)日されてきたことに限界があるとれら折摘し、
生活者述動におけるジェンダー観の克1Mが今後
の課題となることを示唆した。民)
さらに、天野が生活者の概念においてその思
想を分析した考現学の今利次郎が1 ¥えて創設さ
れたFI本生活学会による『生活学事典Jを見る
と、生活者は「たとえば勤労者や?1'1ï~ 1'i'など、
行動の形態や属性ではなく、それを越えて特定
の行動脈.fI1tに立つ人、あるいは立つことを日指
す人々を指す。」川と定められている。さらに、
その行動脈京Ilは「生産、消費、廃棄、環境など、
生活が本米もっている全体性をれらの子に掌保
することを目指す生活の主体者」と ri'I ji:した
例人として、他者と協同して社会の支配的なラ
イフスタイルに対抗的な生き方を求める 1常的
な実践者」としている。
それでは、家政学において「生活者」がどのよ
研究対象として分析する分野であり、消費行行
動学、消費者調1Htやマーケテイングになど代
表される商学、経消学、経営学、行動科学など
に視座をもっ教育研究であった。
すなわち、日本の家政学においては、自作的
な消費者の育成を折liJする教育や研究が行われ
ながら、他方では{J::業社会への即戦力としての
人材育成として、生産J干の視点から分析し操る
対象としてil''f~ c/1"を扱う教育も行われてきたの
である。
しかし、そうした研究教育が日本の家政学に
おいて展開を始める20年も前に、社会学f布?日3T?;f.σの〉
Jean Ba加udrill凶a山Ir汽吋"Cせdはその若書 n消肖費社会の担祈神iドl話
と構造j， 
れてゆくi消白費J芥H像象をi説説いていた O 彼は「無i'I'.n: 
で、未組織jな存イ1:で、ある消費者は、「世論という
欺蹴によって、至るところでおだてられ、へつ
らわれ、褒め称えられて」いる存在であり、「社
会的場IfIIで、何がしかの役割を演じてない限りは
うに概念規定されているのかというと、 1990 主権者に祭り 1'.げられているJ11)として、 H在代
(王ド成 2)年発行の『家政学事典J川)にも2004 の虚構的存在1i'としての消費者の姿を表現して
年(平成16)年発行の『新版家政学事典.1 11)に いる。その上で、生保者の怠図の下に踊らされ
も、その組定はない。この!日j、学会は学会発足 操られる集凶としての消費者と消費文化をMY.!
50年を記念して『日本人の生活J")と題して に批判した。
「生活jを主題とした著作物を出版しているが、 また、未米空手1i'のAlvinTo回目は、 19801:に
そこにもl=.活者の規定は存在しなかった。ただ、 著わした『第 1の波j"'1において、新しいlI.y代
これらいずれの著作物には「消費者」についての
規定はあり、その消費関連項目は多数イ'f.{1:して
いた。
19901ffiにはすでに学部名称の変民が生じ、
社会は「生活」ゃ「生活者」という概念に悦l.(が移
っていたにもかかわらず、家政学においては、
「生産者に対置する概念としての消費者」の研究
教育に主眼が置かれていたのであろう。そこで
は、まず消費者教育と称して、対附する生産者
に対帥できるよう、それまでの受動的な消費者
をいかに主体性や自立性を持った存在として育
成できるかという教育研究の視点が坑悦されて
いたのである。他方、その頃より急速に台頭し
てきたのが、主として生産者の視総で刊j費者を
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の人間像として「生保=消費者(プロシューマ
)ーの/1¥現」と題して、 producerとconsumerを
合体させたプロシューマーという造請を示し、
生産者と消費1i'を分けていた境界線が明確でな
くなった現代を説いた。プロシューマーは「生
活のなかに般をおろし、|吐界に網の日をめぐら
している市場の役割さえ変えてしまうかもしれ
ないJ";)存在であるとし、以後、「生産しかっ消
費している者」を生おjl;'1i'として表現した。
このように、すで・にIty代は新しい社会と人1日
の山現を捉えていたのであるが、当1寺の家政学
においてはその椛えは←|・分とはいえなかったと
思われる。しかし、当1.¥'の生活科学論をHtiえる
人々の論点も、必ずしもこのような人間観ゃれ:
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会の変化に拠るものではなく、|恨前の家政学
(部)の学問の限界性を越える意味で「科学性」
ということを強調して生活科学者1へと名称変更
することに至ったのである。
ところで、家政学原論の分野においては、
「家政」とは何か、「家族」とは何か、「家庭」とは
何かという家政学の学術的基礎月1請に対する根
本的な概念規定を研究対象に含んでいる。また、
「生活」とは何かという問いについても、家政学
発足以来、多くの原論研究者がその著作物の中
で概念規定を試みてきた。
家政学原論研究者の表真美は、著書『家政
学原論一生活総合科学へのアプローチJ17)にお
いて、家政学における「生活」概念の分析ととも
に、初めて「生活者」を規定した。表(おもて)
は、家政学における生活概念は①生命、生存を
区別し、それらを含むとしながらも、社会、文
化的生活の重要性を強調したとらえ方 ②行動
の過程とみるエコロジカルなとらえ方 ③欲求
充足過程とみるとらえ方 ④このいずれにも属
さないとらえ方 の4つに分類している。そし
て、生活にかかわる新しいキイ概念としての
「生活者」を「日々の暮らしの中で、家事労働あ
るいは生活経営を、!とlらが実際に行う者だけで
はなく、主体的に目的意識をもって真に豊かな
生活をつくりあげようと努力する者」川として
規定している。
こうして考えてくると、表の生活者概念は、
Alvin Tofflerがかつて最初に説いた生産者・と消
費者の属性をもった者がたんに合体した存在と
いうものではなく、天野が唱えるように生活の
全体像を把握し、特定の行動原理に立って、自
立した例人として、さらに他者との協同性をも
って生きる人、あるいはそれをLI指す人という
市民像でもない。また、表の「生活者」の概念
規定ではこの協同性の論理が自IVlすぎるのか、
強調されていなし、。しかし、表のいう「家事労
働や生活経営の視点」は、ひとりの生活者の根
本的な立ち位置を定め明示しており、きわめて
家政学的な解釈であるともいえる。さて、それ
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では今の家政学は果たしてそのような視点をも
っているといえるのだろうか。
ここで筆者は柏木博の『家事の政治学J19)を
思い起こす。柏木は当著において、アメリカ家
政学と日本の家政学の状況を概観してゆく。そ
の中でアメリカ家政学の誕生期に、創始者たち
が科学的手法を強調したことについて、 i19世
紀の後半に登場した家政学が女たちの気持ちを
獲得できたことの要因のひとつに『家政学は科
学』であるという視点があったJ町として、当
時男性優位であった学問の世界に女性が対峠す
るためには、サイエンスが特権的な意味をもっ
たと考察している。そのことにより、たとえば
食生活においては均質化した料理手法を考案し、
公共キッチンと呼ばれる施設を作り、共同で料
理を行い、当時街にあふれでいた移民たちを中
心とした貧困者たちの生活を救ったと指摘する。
柏木は当時のアメリカ家政学者たちの強烈な
科学的志向に違和感をもちながらも、当時の女
性たちゃ家政学が果たした役割を理解し、それ
まで見えなかった移民階級やその現実の生活に
おける「貧困の発見J21)をもたらした家政学を評
価する。
なお、アメリカ家政学の創始時の科学化志向
については、柏木とは異なる視点でより明確に、
厳しい批判を裕びせたローラ・シャピロがいる。
彼女は特に食品産業と家政学との甘い関係につ
いて言及し、家政学者の強い科学性への志向が、
生産者に大量生産の規格品を産み出すことを促
し、結果的に家政学者は現代の大量生産大量消
費社会構造の緒を担い、家庭を安息の場から消
費の場にしてしまったとして『家政学の間違い1'2)
を著わした。
いずれにせよ、科学性ということに力を借り
て生活を捉えようとする姿勢とその視座をどこ
にI~ くかという問題は、実は時を越えて、家政
学部から生活科学部へと志向した日本の1990年
台と重なる。家政学部は今もなお、女子大学に
多く存在する学部であり、共学化するには、あ
るいは国公立大学のように公共性をより求めら
I 'I=.i市{l・」とは何か
れる立場にあっては、今日では一部の人しか使
わない女性性のイメージの高い「家政Jというよ
うな言語を学部名として使用し続けることはで
きなかった。また(認識の誤りであるが、今で
も)、家政学という学問が卑近な家庭内のこと
を扱っているとjAわれるのを避けるため、 rl.: 
活」というより広い視野から、そこで生じてい
る事象を「科学的」に捉えていることを名称変
更によって強調し、それを学IJ性の向上と考え
ていたのではないか。表出はしないが、アメリ
カ家政学の創始にみられるような学IHLI二のジェ
ンダー観が日本の名称変更の背誌にあることは
否めない。それは今なお家政学に内花、外イEす
るものでもある。家政学を源として変化を遂げ
ている「人間生活学部」にしても、女子大学にし
かないのはこのことと無縁ではない。
さて、あらためて生活者の概念に戻ると、家
政学の未来においては、個人としての主体性だ
けではなく、協同性や共同性という概念はキイ
になると考える。
これについても、iItrH¥した柏木は現代におけ
る貧困や災害、そして戦争などの「械限の生活
の中では、どうやら協同(コーポレーショ
ン)・共同(アソシエーション)ということが
有効性を持っている。その概念は、 19世紀の
(アメリカの)家政学が実践しようとして住か
な社会のrl'で排除されていった概念である。」
と述べている。間
柏木はまた、「家政学は労働や貧|付の問題を
さらに、布!木は労働と消費については近代以
後論議が重ねられてきたが、消費の場としての
家庭(家)は議論が尽くされていないと指摘す
る。しかし、「消費する場としての家庭にも労
働があり、しかも、それはきわめて複雑な労働
である。J25) r近代以降、家事という労働の省力
イじへの努力もふくめて、それらをどのように考
え感じ、どのように実践してきたのか。それを
捉えなおして見ることは、実のところ、わたし
たちの思考、そして感覚の歴史的変容を見るこ
とにほかならない。しかし、家事、家庭をめぐ
る事象は、 1常的でありながら、いまだ眼がli]
けられることの少なかった広大なフロンティア
なのかもしれない。」拘としている。
しかしながら、現代の家政学には、上記の柏
木論のWj待に応えられる志向性はほとんどない。
家庭や家族は複雑な装置として扱いを避ける傾
向があり、それよりもそこにいる単体としての
例人や集団としての消費者を研究対象としてい
ることが多い。また、日本の家政学が研究対象
としている人々は、概して経済的、教育的にも
安定した階Jr1システムに在る者が多く、柏木の
いう貧困や災害など極限状態置かれた人々やそ
の生活実態を把握することが十分ではない。
また、家政学部が生活科学部へと移行し、人
間生活学部へと変容する可能性の実態に照らす
と、柏木のし、う家庭や家事には焦点はますます
当てられず、中核を欠いたままその範1mは拡大
拡散するばかりである。また、その手法は「科
家庭生活の側から見ょうとしていた」とも記し、 学Jという御旗を拘げて紺|分化しつつ、また
特に「忘れ去られた家政学(家事労働の思想) r総合化Jと称して一部特化し、生活の全体像
から多くの可能性を引き出すことができるので を包含しえない可能性が生活科学部の構造から
はないだろうか。J刊と結語する。
家政学部は生活科学部へと移行し、そして人
間生活学部へとその対象とする生活の範聞を拡
大し続ける傾向がみられるが、実は柏木がいう
には家政学は「未完のプロジェクトJ2りであり、
生活の中核としての家庭生活に根ざすことこそ、
学rm的な独自性があると示唆し、そこに期待し
ているのである。
も見えてきた。
そのような中にあって、家政学あるいは家政
学部は生活の中核にある家庭や家族の存在をな
いがしろにして、その可能性を自ら放棄してい
るのが現状ではないか。
日本家政学会の家政学の定義にある文頭の文
言は重要である。すなわち、「家政学は、家庭
生活を1'1:1心とした人1羽生活における・・・・」
-71-
共立女子大学家政学部紀要 第58)，;- (2012) 
とあるが、たんに「人間生活」ではないのであ であり、もとより全人的なものでなければなら
る。この「家庭生活」という文言を欠いたなら、 ない。本学家政学部が「生活者」の視点、から、
この学tHJの独自性はない。
多様な人々の様態があるとしても、その視座
を人間生活の原点となる基礎的生活行為として
の家事や家庭の経営、身近な人々としての家族、
そして家庭からとらえることは不可欠である。
また、家庭や生活のありようについての根源
的・哲学的聞いがそれを支えるのである。
もとより、生活者の概念は家政学だけの解釈
でなされるものではない。しかし、「生活者」
という新しい現代用語を学部の理念の要請とし
て掲げた本学家政学部は、消費者や生産者とい
う対峠概念を越える新たな言語概念の理解を十
分に踏まえて教育研究が行われなければならな
いのであり、今般その使命が新たに課されたの
である。
結語
本論の標題における生活者の英訳をあえて
iSeikatsusyaJとしたのは、 Tofflerの造語であ
るプロシューマーでも、行政等の報告書に使用
されている「生活者Jの英訳citizenやpeopleで
もない、いまだ英語としても定まらない新しい
川語だからである。しかし、その用語を本学家
政学部は人材養成目的の要語として用いたので
ある。
そもそも「人材」ということばを教育の場面
で使用することにも筆者は違和感がある。たと
えば被服材料や食材、食品材料などの場合、材
料という意味は、衣類や食事に都合よく役立つ
ように商品化・特化されたものを指す。それと
同様に人11]を位Irtづける言語として、学生をす
なわち「人材」と称することには抵抗がある。
本論の冒頭にも記したが、社会の要請と称する
御旗の下に、学校は人を目的的に特化するため
の場となり、資絡や免許の取得はそのツールと
なる。しかし、社会の視座、時代の視座はいつ
も正しいところにあるとは限らず、また学校は、
本来、人1mが成長する手助けをする場のひとつ
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そのような人材(あえていうが)を養成すると
いうことは、まさに人々が生活するこのような
社会のありょうを根本から考えることに他なら
ないだろう。
なお、学部の名称変更もひとつの時代を越え、
今、新たな展開がみえてきていると考えられる。
本学部の学問母体となる家政学においては、国
際家政学会が iHomeEconomics (家政学)J
という名称について、学会創設100年史 (2009)
のPositionPaperで、「様々な代替名称、が1¥て
きたが、 iHomeEconomicsJ以外のどの名称
も、本領域が持つ包括的な特性を捉えられず、
満足できる代替案を示せない。J27)として、「こ
の学問名称、を変えるのではなく、再プランド化、
学問の位置づけをしっかりと行っていくことに
使命を見1す。」削と結論づけたのである。
日本の家政学が同じ位置にあるとはいえない
が、科学的志向を深めながらも今後一層重要に
なるのは、批判科学としての視点であろう。社
会をどのようにみるか、どのような社会を創造
するのか、使命やモラルを踏まえ、科学的な根
拠と哲学的思考に基づいて考え行動することの
できる人が今の家政学には求められている。ま
た、その視線は、あらゆる立場に在る人々に向
けられなければならい。
その意味で、家政学はまさに学際的視野をも
って「生活者」の立場から実践を通じて社会貢
献を果たしていくことのできる学問であり、今
後は本学家政学部の新しい概念として定められ
た要語の「生活者」についても、その独自性と
i役立を理解しつつ教育研究が行われることが期
待されるのである。
故後に、!1I1論は家政学原論のフィールドから
検討を加えたものである。家政学原論研究は、
家政学の意義や独立性、そして研究対象とする
事柄の真理を、絶えず批判的、体系的、全而的、
徹底的なまなざしをもって追究し、家政学的見
解を 19] らかにすることにある。拙論はその高~1床
「生活fi'Jとは何か
でひとつの見解を記したにすぎないが、果たし
て、先に柏木が「未完のプロジェクト」と評した
家政学を、未完のままにさせてよいかと考える。
それは家政学の学問としての存続のためではな
く、純粋に社会における矛盾や不条理を克服す
るためにあると確信し、自らの今後に諜すもの
である。
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